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はじめに 
 

「島原市行政評価委員会」は、市のまちづくりの施策等に対して、

市民の視点に立った公平かつ客観的な評価を行い、効率的で効果的な行

政活動を促し、市勢振興計画に掲げるまちづくりの目標の達成につなげ

ることを目的に、学識経験者等を委員として平成２１年度に設置され、

島原市の事業等について評価及び提言を行っている。 

令和３年度は、「第７次島原市市勢振興計画」の２年目となり、その

目指す将来像の実現に向け、限られた人員や予算の中で新たな発想で長

期的な視野に立った制度や仕組みの再構築を行いながら、各種施策に取

り組んでいるが、財政状況は今後更に厳しさを増していくものと予想さ

れることから、より一層効率的・効果的な行政運営が求められる。 

こうした観点から、島原市の３事業について、事業評価調書を踏ま

えたうえで、所管部署との質疑応答や委員会での議論を通じて評価を行

い、その結果を取りまとめたので、ここに本委員会の意見として報告す

る。 

特に新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、感染予防・

拡大防止対策を行いながら、市民生活や地域経済の回復に力を注ぐとと

もに、ポストコロナ社会への社会環境整備についてもしっかり見据える

必要がある。 

そのうえで、質の高い住民サービスの提供や事業を実施していくた

めには、地域の実情に応じた行政運営が必要であり、島原市の行政に求

められる役割について個別事業を検証することで再確認し、市勢振興計

画に掲げるまちづくりの目標達成に向けて、本報告書を踏まえた行政運

営を行っていただきたい。 

さらに本委員会としては、施策の PDCA サイクルに基づく事業推進

及び市民の負託に応えられる行政運営の実現に取り組まれることを望

むものであり、本報告書が「未来へつなぐ島原らしさ 暮らし続けたい、

訪れてみたい、魅力あふれるまち」の実現ために活用されることを期待

する。 

令和３年１１月 

島原市行政評価委員会 

委員長   山口 純哉
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 １．審議の対象とした事業 

 本委員会の審議対象とする３事業については、①今後の方向性に検

討の余地がある事業②政策的要素を持つ*事業③一定のテーマを構成

する事業などの観点に基づき決定した。 

なお、交流人口関係事業をテーマとした。 

                       *内部管理的事務事業は除く 

 

 

（所管課） （抽出事業数） （事業名） 

都市整備課    １    街なみ環境整備事業 

しまばら観光課  ２    観光宿泊施設支援事業補助金 

              観光客誘致事業等補助金 

 

                       計 ３事業 

 

 

 

２．審議に当たっての視点 

・市として事業を実施する必要性が真に認められるか。また、民

間等との効果的な連携・役割分担ができているか。 

・現場ニーズに即した事業内容となっているか。 

・評価指標、目標値は適切に設定されているか。 

・事業の成果が客観的に検証されているか。 

・事業をさらに効率的かつ効果的に実施する余地がないか。 
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３．審議の結果等 

  （１）審議の経過 

 令和３年１０月２２日に委員会を開催し、事業所管部署からの

説明、委員からの質疑、意見交換及び各事業の評価を行い、外部

評価報告書をとりまとめた。 

  

 

（２）審議の結果 

 個別の事務事業に対する本委員会の意見は別紙のとおりである。 

   なお、全体的な視点からの意見は次のとおりである。 

    

① 事業の周知及びマニュアルの整備について 

事業の必要性については理解が得られるものの、近年、利

用実績が伸び悩んでいる対策として、事業の周知活動やわか

りやすいマニュアルの整備が必要である。 

「街なみ環境整備事業」においては、申請者に金銭的負担

が生じることもあり実績が伸び悩んでいると考えられるが、

地域景観に配慮したまちづくりの推進のため、「街づくり協定

書」協定者に加え、建築業者にも継続的に周知活動を図って

いただきたい。併せて事業への意向調査を行い協定地区内の

動向の把握に努め、次年度の予算や今後の計画に反映してい

ただきたい。 

マニュアルの整備については、街なみ全体が統一的なデザ

インとなるよう色の基準を数値化するなど工夫していただき

たい。また、他の類似制度と棲み分けをわかりやすいものに

し、効率的な事業を勧めていただきたい。 

-2-



   ② 事業のあり方の検討について 

      事業の必要性については一定の理解が得られるものの、事

業のあり方について検討が必要である。 

      「観光宿泊施設支援事業補助金」においては、事業名称が

目的と整合しておらず、誤解を生む可能性があるため、見直

しの検討が必要である。なお、検討にあたっては、島原市に

おける温泉の必要性を認識し、温泉給湯事業に対して費用負

担を行っている事業者や個人の納得が得られるよう透明性と

公平性の観点からも整理を行う必要がある。 

      「観光客誘致事業等補助金」においては、交付先の株式会

社島原観光ビューローの財務状況や、同社の島原市の観光振

興に果たす役割や使命を勘案すると必要な事業といえる。 

      一方、同社には、市から本補助金のほか指定管理料等、様々

な財源措置がなされており、これらについて効果検証を行っ

ていただきたい。 
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事
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概
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 建
設

部
 

都
市

整
備

課
 

 街
な

み
環

境
整

備

事
業

 

 

2
,５

０
０

 

 

○
事

業
概

要
 

 
平

成
６

年
、

地
域

住
民

や
行

政
等

と
の

協
働

の
中

で
島

原
中

心
市

街
地

の
活

性
化

に
向

け
た

街
づ

く
り

推
進

協
議

会
を

発
足

。
平

成
７

年
度

か
ら

は
、
「

街
な

み
環

境
整

備
事

業
」

と
し

て
、
「

歴
史

や

湧
水

」
、
「

城
下

町
」

等
の

地
域

景
観

に
配

慮
し

た
ま
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づ

く
り

を
推

進
し

て
い

る
。

 

○
事

業
開
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○
成

果
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標
 

 
平
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年
度

～
 

 
 

 
 

 
 

 
修
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助
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行
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委
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会
に

お
け

る
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及

び
意
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【
審

議
】

 

・
「

街
づ

く
り

協
定

書
」

協
定

者
に

加
え

、
建

築
業

者
に

も
継

続
的

な
周

知
活

動
を

。
 

・
周

知
活

動
と

併
せ

て
意

向
調

査
を

行
い

、
協

定
地

区
内

の
動

向
の

把
握

に
努

め
、

次
年

度
予

算
や

今
後

の
計

画
に

反
映

を
。

 

・
街

な
み

全
体

で
雰

囲
気

の
統

一
感

あ
る

デ
ザ

イ
ン

の
検

討
を

。
 

 
・

白
、

黒
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色

等
の

色
の
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を
数

値
化

し
、

マ
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ア

ル
の

整
備

を
。

 

・
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似
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度

が
あ
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場

合
は

、
制

度
を

比
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し
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率
的

な
事

業
の

選
択

を
。

 

【
結

論
】

 

 
「

事
務

改
善

」
 

 
・

周
知

活
動

と
併

せ
て
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向

調
査

を
行

う
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と
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内
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向
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握
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め
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今

後
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計
画
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。
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・
他
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類

似
制

度
と
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混
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が

無
い

よ
う

、
棲

み
分

け
を

わ
か

り
や

す
い

方
法

で
整

理
し

周
知

を
図

ら
れ

た
い

。
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（R3.10.22現在）

委　員　名 所　属　等 任期（２年）

1
（副委員長）

大野　友道
九州北部税理士会島原支部 R2.6.29 ～R4.6.28 

2 菅崎　盛秋 島原市町内会・自治会連合会 会長 R3.9.28 ～R4.6.28 

3 髙橋　勝則 元 島原市収入役 R2.6.29 ～R4.6.28 

4 松﨑　将治 （一社）島原青年会議所 副理事長 R2.6.29 ～R4.6.28 

5 松本　雄希 島原雲仙農業協同組合 島原支店長 R3.9.28 ～R4.6.28 

6 満井　敏隆 島原商工会議所 会頭 R2.6.29 ～R4.6.28 

7 本村　三郎 元 島原市監査委員 R2.6.29 ～R4.6.28 

8
（委員長）

山口　純哉
長崎大学経済学部 准教授 R2.6.29 ～R4.6.28 

9 山﨑　幹子 元 島原市教育委員 R2.6.29 ～R4.6.28 

島原市行政評価委員会委員　9名（五十音順）
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